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【
浜
益
生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
１
１
月
９
日
（
日
）
は
市
民
文
化
祭
（
浜
益
会
場
：
き
ら
り
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
舞
台
発
表
、
展
示
発
表
な
ど
多
数
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
を
。
 

 ◆
「
浜
地
協
だ
よ
り
」
は
、
地
域
協
議

会
で
話
し
合
わ
れ
た
事
柄
や
活
動
内

容
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
定
期
的
に
発
行
し
て
い
き
ま
す
。 

10月 29日(水)開催の 
 
 
 
の様子は 

次号(VOL.32)でお伝えします。 

平成 20 年度第 5回 
浜益区地域協議会 

●はまます井戸端倶楽部では「こんなことできないだ

ろうか？」をテーマに各委員からアイディア(下表の

11 提案)を募集。共通する『イベント』『地産地消』『加

工・商品開発』『直売』に整理し、今後はこの４項目

を基本に旧適沢コミセンなど遊休公共施設の有効活

用方策にターゲットを絞り検討していきます。 

◆井戸端会議の開催状況◆ 
［第 4回］ H20. 8.28(木)  

●委員提案項目の検討 
［第 5回］ H20.10.20(火)  

●企画経済部長との意見交換 
［第 6回］ H20.11.11(火) <予定> 

 

 
①夏祭り 夏のイベントとして例えば、 

●花火大会～浜益高校の花火大会を続けて欲しいとの希望有り  ●出店 
●盆踊り～久しく浜益の盆踊りが途絶えている   ●場所～ふるさと塾の場で 

②漬物グループ ●四季折々の浜益の材料を利用し、日頃お母さん方が作っている漬物を商品化する 
●５～６人の希望者を募集する  →旧給食センターの活用が可能か検討してみる 

③塾を拠点にネ

ット販売 

●農産物のネット販売（ふるさと塾を拠点として）  ●地産地消のためのＰＲ活動  ●参考にするための視察研
修（自費でも良いと思う）  ●農・畜・水産物や地域の材料の加工についての勉強や検討をする 

④直売・商品開発 ●直売所（誰でも参加できるような）  ●商品開発（特産品） 

⑤冬季スポーツ ●浜益のスキー場が閉鎖され、冬季に子ども達をはじめたくさんの人達が遊べる所を考えられないか。直ちにスキー
場への復帰は無理だろうが、違う形でスキー場が出来ないものか、みんなで話し合いを。 

⑥スローフード ●食生活や食文化から考えていこうという活動、伝統的な食材や料理方法を守り、質の良い食品を提供する。
小生産者を守り消費者に味の教育を進める。 

⑦地産地消 ●地域で生産された農産物を地域で消費する活動を通じて生産者と消費者を結びつける取り組みを。 

⑧塾から発信 ●パソコン、ブログをもっと利用し、浜益をＰＲしては。  ●資料館、モニュメント、にしん街道の看板設置など。  
●この浜益に何が必要か、何があれば良いか聞いてみるのも良いのでは。結構浜益出身者が多いので見てくれ
ている。 

⑨浜益夏祭り イベント年１回～塾の下の公園～８月上旬 
●浜高の花火大会も無くなりそうなので、婦人会に声をかけ、「浜益音頭」「浜益慕情」などを踊ってもらう。子ども
達も入れ、折角ある唄、踊りを久しぶりに思い出してみるのも良いのでは。  ●その後、花火を上げる。 
●その横で出店。農協、漁協関係者にも協力してもらう。イカ、ホタテ焼き、ビール、ジュース類、ゆでとうきび、こうれ
ん、べこもち、漬物、野菜 など 

⑩小さな道の家 本当に簡単な。金・土・日か、土・日のみ。  ●ふと立ち寄って見たくなるような、体を休める場所。 
［１Ｆ］ジュース、コーヒー、アイス、野菜類、米、ホタテ他、旬の食材を使った定食のみ程度 
［２Ｆ］展示販売、草木染、ステンドグラス、小物類 他 

⑪カタログ・ネッ

ト販売 

浜益地区特産品及び農水産物等のカタログ販売・インターネット販売（お取り寄せ）をやってみてはどうか？ 
●今現在各団体（個人）で販売、生産している物を集約し１冊のカタログにする等誰でも参加できる様な感じ 
（水産物、農畜産物、工芸品等浜益の特産品何でも有り）。 
●月別にその時期の特産品を掲載。<例>（うに：６月中～８月末）（あわび：１０月～５月）など 
●荷物の配送拠点としてふるさと塾・給食センターを利用できないか？ 
●石狩市民、企業も利用出来るようにＰＲする。（お祝いのお返し・おみやげなど） 
●販売しながら商品開発を進めていったらどうか？ 

▲10/20「はまます井戸端倶楽部」連携会議の様子

河野幹男さん（浜益区実田）所有で、寺山幸夫さん（同浜益）によって大切に育てられ
た黒毛和牛の雄牛が、種雄候補牛として(社)ジェネティクス北海道から選抜されました。
「幸幹王」（さちみきおう）は、河野さんが所有する繁殖雌牛が今年１月６日に出産した
雄子牛。母牛である「もとつぼ８の２９」も優れた血統を持つ繁殖雌牛で、第１産目の
雄牛は枝肉評価で優秀な成績をおさめ、さらに第４産目となる「幸幹王」に見事種雄候
補牛として白羽の矢が立ったものです。 
現在は、北広島市にある社団法人ジェネティクス北海道道央種雄牛センターで飼育され
ており、今後は「幸幹王」の精液を浜益区内はじめ道内の畜産農家に配布。産まれた牛
の体型や肉質などの検定調査により種雄牛としての適性を見極めることになります。検
定調査の結果が出るまでには３～４年かかりますが、浜益産黒毛和牛の名声を一層高め
る種雄牛の誕生が期待されます。 

さちみきおう

▲種雄牛の期待がかかる 
「幸幹王」の勇姿。 

 

浜
地
協

《発行》浜益区 

地域協議会事務局

<支所地域振興課>

Tel 79-2111 
Fax 79-3702 

石狩市浜益区
地域協議会広報
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日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
主
催
に
よ
る
「
第

11
回
絵
で
伝
え
よ

う
わ
た
し
の
町
の

た
か
ら
も
の
絵
画

展
」
の
授
賞
式
が
、

去
る
10
月
25
日
市

民
図
書
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
文
化
財
や
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し

さ
を
見
つ
め
直
し
、
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
財
産
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
と
未
来

へ
引
き
継
い
で
い
く
心
を
育
て
る
機
会
と

し
て
市
内
小
学
生
を
対
象
に
作
品
を
募
集
。

市
内
11
小
学
校
か
ら511

作
品
の
応
募
の

中
、
浜
益
小
学
校(

池
川
良
一
校
長
66
名)

か
ら
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
を
は
じ

め
４
点
の
作
品
が
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
絵
画
展
は
一
昨
年(

第
９
回)

に
は
見
吉

星
哉
君(

当
時
２
年)

が
全
国
審
査
ま
で
進

み
見
事
特
選
に
輝
い
た
験
の
い
い
絵
画
展

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
浜
益
区
に
は
子
ど
も

達
の
心
に
残
る
た
く
さ
ん
の
た
か
ら
も
の

が
存
在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

※
浜
益
区
の
地
域
振
興
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
声

を
ご
遠
慮
な
く
、
最
寄
り
の
委
員
や
事
務
局
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
浜
益
区
は
地
域
み
ん

な
の
手
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
 
 

 
               

                                              

                                              

                        

編集後記

【
支
所
市
民
生
活
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
１
１
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
６
期
の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

 

 

 浜益区の人口・世帯数 (平成 20年 9月末現在) 

人 口 
［61,286］ 
1,898人 

<－33> 
<－6> 

男 
［29,731］ 

890人 
<－24> 
<－1> 

女 
［31,555］ 
1,008人 

<－9> 
<－5> 

世帯数 
［25,758］ 

966戸 
<+4> 
<－6> 

※上段の［ ］は石狩市全体 
< > は対前月 

 お く や み 

氏 名 死亡年月日 年齢 住所 
中村 岩男 さん H20.9.29 89 群別 
相内 アイ さん H20.10.5 78 浜益 
田川  隆 さん H20.10.19 77 雄冬 
岡本 モトエ さん H20.10.21 82 幌 
齋藤  清 さん H20.10.22 81 浜益 

受
賞
オ
メ
デ
ト
ウ
!! 

▲10/13 浜益温泉「りんごの湯」より…甘酸っぱ～い香りに心も
体もリフレッシュ!!お肌もツルスベに!?この際一つくらい…??

今月の一枚から

 
～浜益温泉の経営を考える意見交換会～

市では、収支赤字の拡大傾向が続く浜益温泉を継続営業するため、平成２１年度から
来館者が落ち込み特に赤字幅が大きくなっている終・冬期間の開館時間を短縮して
管理運営費を縮減し、赤字幅の圧縮を図ることを検討しており、去る１０月８日(水)浜益
コミセンきらりにおいて区民を対象とした「浜益温泉の経営を考える意見交換会」を開催
し、これまでの経過と来春からの営業時間の変更案等を説明し営業継続のための意
見交換を行いました。１４名の参加者からは、「憩いと交流の貴重な場であり営業を継続
して欲しい。」という基本的な意見の他、「通年午後開館でもいいのでは。」、「洗い場の
シャンプーを廃止してもいいのでは。」など更なる短縮の意見や「以前のようにＰＲを強化し
てお客を呼び込む努力を…」などたくさんのご意見を頂きました。この意見交換会で頂い
た意見と 10 月末迄募集したパブリックコメント（意見募集）の意見を参考に、今後の
経営改善策等を検討することになります。結果等は改めてお知らせします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■営業時間変更内容（案） 
変更後(案) 月 現行 

5月 
6月 
7月 
8月 

10:00～21:00 
9月 

10月 

10:00 
～21:00 

11月 
12月 
1月 
2月 
3月 

10:00 
～20:00 

13:00～20:00 
(月曜 10:00～20:00) 

4月 10:00～21:00 

 

●関連サービス 
【温泉入浴サービス事業】
・従来通り毎週月曜日に継
続実施 
【浜益スクールバス運行】
・曜日指定にて各地区から
浜益温泉までを発着とし
ていた「浜益便」は 10 月
1日～4月30日迄の期間は
浜益支所で折り返し運行 

▲ 10/8 意見交換会の様子

ご家族揃って、 
隣近所誘い合って、
温泉に出かけよう!!

「第 11 回絵で伝えよう!!わたしの 
町のたからもの絵画展」受賞者 

［浜益小学校関係分］ 

【石狩市社会福祉協議会会長賞】 

■渡邉悠豊(わたなべ・ゆうと)君 <6年> 
【佳作】 

■大橋美冴(おおはし・みさえ)さん <6年> 
【入選】 

■佐藤榛香(さとう・はるか)さん <6年> 
■野口 玲(のぐち・れお)君 <6年> 

浜益温泉で伊藤文章氏写真展 

『白銀の滝～春夏秋冬～』 
 
浜益温泉で、利用者の促進と芸術に親しんでもらうこと
を目的に伊藤文章氏(新十津川町在住)の協力で、「白銀
の滝」をテーマにした写真展を開催します。 
伊藤さんは地元のピンネシリなど新十津川町の自然、風
景を中心に撮り続けていますが、今回の作品は「白銀の
滝」の魅力に惹かれ 10 年程前から年に数回浜益に通い、
海や滝を撮影した一部です。 
 
◆［と き］11 月 1日(土)～11 月 30 日(日) 

※開館時間 10:00～20:00 
◆［ところ］浜益温泉 

▲10/25 喜びの授賞式にて… 
写真左より担任の高田先生、野口君、
渡邉君、大橋さん。※佐藤さんは欠席。 


